

























（Hubbs, 1921; Wiebe, 1968; Schltz, 1993; Gardiner, 1978; Webb and Brett, 1972），多様な生活
史（Baltz, 1984），交尾生態（Hubbs, 1917; Wiebe,1968; Warner and Harlan, 1982; DeMartini, 
1988）などが研究されてきた。
　日本産に関しては内田（1938）の生活史研究に始まり，生殖年周期や胎仔（Mizue, 1961a;
水江，1961b; Igarashi, 1961,1962; Hayase and Tanaka, 1980a），棲み分けや摂餌生態（Abe, 
1969; Hayase and Tanaka, 1980b, c），交尾生態（Nakazono et al., 1981;櫻井他，1996），水槽
内の出産（櫻井・中園，1990），日周活動（Sakurai and Nakazono, 1995）などが研究されてきた。
　日本産ウミタナゴ科の生殖年周期を既往の知見（Ishii, 1957; Mizue, 1961a; 水江,  1961b; 
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すなわち，①出生後数カ月しか経ていない当歳の雌雄（YOY個体;Young of the year），および，
②越年した1歳以上の雌雄（Older個体）である。ウミタナゴ科魚類では交尾期にみられるこれ
ら２つのグループ間の配偶者選択に注目，研究されてきた（Nakazono et al., 1981; Warner and 































































































































































































YOY雄 18 19 8 ４５

















































　⒝　ジグザグ遊泳（zigzag swimming）　　雄はhead standing displayにより雌を縄張り中心












　縄張り雄によるhead standing displayは日中頻繁に観察されたが，zigzag swimmingに至
る例は少なかった。zigzag swimmingから交尾に至る頻度はさらに低かった。909分間の求愛
























1 9月26日 15時31分 不明 ７５－80 ７５-80
2 9月28日 12時34分 3 1５0 1４0－1５0
3 9月28日 12時48分 3 1５0 1４0－1５0

































観察値　  3４ 0 3４
期待値＊ ２４.５ 9.５ 3４
Older雄
観察値 　 0 1２8 1２8




























　 求 愛 か ら 交 尾 は， ①head standing display， ②zigzag swimming， ③copulationの 過 程
で行われた。交尾行動はOlder雌雄で3回，YOY雌雄で1回の計４回観察した。Nakazono et 
al.（1981）では求愛・交尾行動は①head standing display，②pair formation and following of 
the male，③presentation of the male，④copulation by the pairと整理されているが，②と
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